





































































































































































































































































































































































































































	表紙
	中表紙
	目次
	第1章 序文
	第2章 検討結果の要約
	2.1 調査の主要目的
	2.2 立地条件
	2.3 プロジェクトの概要
	2.3.1 原油および製品
	2.3.2 設備構成

	2.4 経済検討
	2.4.1 所要資本および運転費
	2.4.2 経済検討

	2.5 全般比較および考察
	2.5.1 技術面の比較
	2.5.2 経済性の比較


	第3章 検討の前提
	3.1 原料油
	3.1.1 粗原油
	3.1.2 原料油
	3.1.3 原料油の性状
	3.1.4 原料油供給

	3.2 軽質化製油所
	3.2.1 製油所の立地
	3.2.2 製油所の規模
	3.2.3 製油所の構成
	3.2.4 用役
	3.2.5 貯蔵設備
	3.2.6 脱硫
	3.2.7 法規と標準

	3.3 改質原油
	3.3.1 組成
	3.3.2 留分の性状

	3.4 副製品燃料
	3.4.1 用途
	3.4.2 粗原油生産用電力

	3.5 副製品硫黄
	3.6 天然ガス
	3.6.1 ガス組成
	3.6.2 供給条件

	3.7 コスト推算
	3.7.1 所要資本
	3.7.2 運転費

	3.8 経済検討

	第4章 設備決定のための考案
	4.1 調査範囲
	4.2 製品と副製品
	4.2.1 改質原油
	4.2.2 硫黄回収
	4.2.3 副製品の燃料化
	4.2.4 稀釈油

	4.3 公害対策
	4.3.1 廃水汚染対策
	4.3.2 大気汚染対策

	4.4 原油生産油田への稀釈油，電力，燃料ガスの供給
	4.4.1 稀釈油
	4.4.2 電力
	4.4.3 燃料ガス

	4.5 固体貯蔵・取扱い設備
	4.5.1 固体貯蔵量
	4.5.2 固体受入・貯蔵・払出設備


	第5章 個有設備の概要
	5.1 軽質化プロセス装置
	5.1.1 フルードコーカープロセス
	5.1.2 ユリカプロセス
	5.1.3 M-DSプロセス

	5.2 精製スキーム
	5.2.1 フルードコーカーケース
	5.2.2 ユリカケース
	5.2.3 M-DSケース


	第6章 共通設備の概要
	6.1 用役設備
	6.1.1 用役供給システム
	6.1.2 用役バランス
	6.1.3 用役設備能力

	6.2 オフサイト設備
	6.2.1 貯蔵設備
	6.2.2 製品出荷システム
	6.2.3 固体物取扱いシステム
	6.2.4 排水処理設備
	6.2.5 排煙脱硫設備
	6.2.6 消火設備
	6.2.7 フレアーとプローダウンシステム
	6.2.8 コントロール室
	6.2.9 建屋設備
	6.2.10 その他


	第7章 副製品の利用
	7.1 副製品
	7.2 燃焼方式
	7.2.1 フルードコークス
	7.2.2 ユリカピッチ
	7.2.3 M-DSアスファルト


	第8章 プロジェクト実施計画
	8.1 全体配置計画
	8.2 全体建設工程
	8.3 建設動員計画
	8.3.1 人員の動員
	8.3.2 建設機械の動員
	8.3.3 機器・資材の陸上げと陸送

	8.4  製油所組織
	8.5 従業員訓練計画

	第9章 所要資本
	9.1 固定資本
	9.1.1 設備建設費
	9.1.2 一括払い特許料
	9.1.3 触媒・薬品初期充てん費用
	9.1.4 操業前費用

	9.2 運転資本
	9.2.1 土地代
	9.2.2 原料・製品在庫額
	9.2.3 触媒・薬品在庫額
	9.2.4 予備品・倉庫在庫額
	9.2.5 手持ち現金
	9.2.6 未収金と未払い金の差額


	第10章 運転費と経済性の検討
	10.1 運転費
	10.1.1 変動費
	10.1.2 固定費

	10.2 経済性の検討
	10.2.1 前提と検討方法
	10.2.2 検討結果


	第11章 検討結果の考察
	11.1 製油所計画
	11.1.1 プロセスの組合せ
	11.1.2 改質油収率
	11.1.3 改質油の性状

	11.2. プロセスと運転
	11.2.1 フルードコーカープロセス
	11.2.2 ユリカプロセス
	11.2.3 M-DSプロセス
	11.2.4 軽質化プロセスにおける液状油収率
	11.2.5 水素化精製装置
	11.2.6 M-DSプロセスにおける重質油の水素化脱硫装置
	11.2.7 水添処理プロセスにおける水素消費量

	11.3 副製品残渣
	11.3.1 燃焼方法
	11.3.2 電力と蒸気供給
	11.3.3 余剰副産物残渣の利用

	11.4 経済性
	11.4.1 所要資本
	11.4.2 運転費
	11.4.3 経済分析


	ANNEX 経済検討の計算書
	裏表紙

